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　先
の
梅
雨
の
合
間
に
カ
メ
ラ
が
捉
え
た
元
気
な

嘉
島
の
野
鳥
た
ち
（
写
真
上
の
左
か
ら
ア
オ
サ
ギ
、

ツ
バ
メ
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
＝
役
場
町
民
課
・
吉
﨑
武

暢
さ
ん
撮
影
）。
元
気
な
子
ど
も
た
ち
を
育
む
拠

点
と
な
る
新
た
な
西
小「
お
お
く
す
ク
ラ
ブ
」（
写

真
右
）。
写
真
下
は
サ
ン
ト
リ
ー
所
属
の
ス
ポ
ー

ツ
選
手
か
ら
町
内
の
子
ど
も
た
ち
に
届
い
た
エ
ー

ル
（
右
の
組
み
写
真
）、
そ
し
て
西
小
の
児
童
た

ち
が
集
め
た
未
使
用
の
文
具
類
（
写
真
下
の
左
）

は
豪
雨
被
災
地
へ
、
元
気
な
エ
ー
ル
と
共
に
。

元 気



 

嘉
島
町
議
会
は
令
和
２
年
第
３

回
定
例
会
を
９
月
４
、
５
日
の
両

日
に
開
会
。
２
年
度
町
一
般
会
計

補
正
予
算
や
元
年
度
町
一
般
会
計

決
算
な
ど
21
議
案
（
条
例
６
、
予

算
７
、
決
算
７
、
そ
の
他
１
）
を

上
程
。

　

２
年
度
町
一
般
会
計
は
２
億
７

８
６
１
万
３
千
円
の
増
額
補
正
で

総
額
は
79
億
３
５
２
２
万
１
千
円

に
。
次
に
概
要
を
列
記
し
た
荒
木

町
長
の
町
政
報
告
な
ど
詳
し
く
は

次
号
「
広
報
か
し
ま
」
10
月
号
で

お
伝
え
し
ま
す
。

【
町
政
報
告
の
概
要
】

●
７
月
豪
雨

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

●
震
災
関
連

●
放
課
後
児
童
施
設

●
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

【
２
年
度
町
一
般
会
計
の

主
な
補
正
予
算
】

○
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事

業　
　
　
　
　
　

７
４
５
３
万
円

○
放
課
後
児
童
施
設
建
設
事
業

２
７
７
６
万
３
千
円

○
小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
ソ

フ
ト
導
入
事
業

２
２
０
０
万
円

○
嘉
島
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ペ
ー
ス
建
設
事
業

２
２
０
０
万
円

○
保
育
園
施
設
整
備
事
業

１
１
１
３
万
６
千
円

◇
緊
急
宣
言
「
町
村
単
位
で
」
と

要
望　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特

別
措
置
法
（
特
措
法
）
の
緊
急
事

態
宣
言
に
関
し
て
７
月
27
日
、
全

国
知
事
会
が
「
市
区
町
村
単
位
で

発
令
を
」
と
柔
軟
な
運
用
を
国
に

要
望
し
ま
し
た
。

　

特
措
法
は
、
首
相
が
緊
急
事
態

の
期
間
、
区
域
を
定
め
て
宣
言
す

る
と
規
定
。
同
会
は
宣
言
を
都
道

府
県
レ
ベ
ル
と
す
る
「
規
定
は
な

い
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
社
会

経
済
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
効
果

的
な
宣
言
態
勢
を
と
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

国
は
、
荒
木
町
長
が
会
長
を
務

め
る
全
国
町
村
会
や
全
国
市
長
会

の
自
治
体
サ
イ
ド
と
連
携
し
て
対

応
を
検
討
し
て
い
く
方
針
。
西
村

康
稔
経
済
再
生
担
当
相
も
今
後
、

地
域
や
業
種
を
限
定
し
た
宣
言
発

令
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
考

え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
議
会
は
８
月
18
日
、
令

和
２
年
第
２
回
臨
時
会
を
開
き
、

２
年
度
町
一
般
会
計
補
正
予
算
案

や
工
事
請
負
契
約
な
ど
上
程
５
議

案
（
専
決
１
、
予
算
１
、
そ
の
他

３
）
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、

承
認
し
ま
し
た
。

　

２
年
度
町
一
般
会
計
は
、
東
小

放
課
後
児
童
施
設
の
用
地
購
入
費

２
７
９
０
万
６
千
円
を
追
加
補
正

し
て
総
額
が
76
億
５
６
６
０
万
８

千
円
と
な
り
ま
す
。
工
事
請
負
契

約
は
町
公
共
下
水
道
の
７
号
汚
水

幹
線
管
渠
（
き
ょ
）
築
造
を
７
９

２
０
万
円
で
、
町
内
の
小
中
学
３

校
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
整
備
は
５
４
７
８
万
円
で
そ
れ

ぞ
れ
締
結
す
る
こ
と
で
可
決
。

　

そ
し
て
、
東
部
台
地
土
地
区
画

整
理
事
業
の
４
号
調
整
池
築
造
工

事
費
を
１
４
９
５
万
６
千
円
増
額

す
る
変
更
契
約
も
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

本
年
第
２
回
臨
時
町
議
会
で
提
案
理
由

を
説
明
す
る
荒
木
町
長

　

嘉
島
町
で
７
月
末
か
ら
８
月
初
め
に
か
け
て
火

災
が
２
件
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
１
棟
を
全
焼
。
町
や

町
消
防
団
で
は
改
め
て
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。

　

火
事
は
北
甘
木
と
下
六
嘉
で
い
ず
れ
も
夜
間
に

発
生
。
工
具
や
廃
材
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
鉄
骨

２
階
建
て
延
べ
約
１
６
５
平
方
㍍
、
木
造
同
２
０

０
平
方
㍍
の
建
物
１
棟
を
そ
れ
ぞ
れ
全
焼
。

　

い
ず
れ
も
住
家
で
は
な
く
、
幸
い
け
が
人
な
ど

人
的
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
上
益
城

消
防
本
部
や
町
消
防
団
が
相
次
ぎ
出
動
。
火
を
扱

う
機
会
が
少
な
い
時
季
に
相
次
い
だ
火
災
に
、
町

で
は
「
常
に
火
の
用
心
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
心
掛

け
て
」
と
注
意
喚
起
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

嘉島町内

火
災
相
次
ぐ
…
改
め
て
注
意
喚
起
を

嘉
島
町
議
会　

第
３
回
定
例
会

  

嘉
島
町
議
会

　

  

上
程
５
議
案
を

　

  

臨
時
会
で
可
決

建て替えへ動きだす
町給食センター

町一般会計 ２億7861万3000円 増額
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４
年
前
の
熊
本
地
震
で
被
災
し

た
嘉
島
西
小
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
「
お
お
く
す
」
の
新
た
な
施
設

が
完
成
。
落
成
式
が
８
月
７
日
に

開
か
れ
、
荒
木
町
長
ら
関
係
者
が

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

新
施
設
は
、
西
小
の
北
隣
の
町

有
地
約
５
８
８
平
方
㍍
に
移
転
・

新
築
。
木
造
２
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
約
５
６
３
平
方
㍍
。
約
80
平

方
㍍
と
広
め
の
生
活
室
を
４
室
、

静
養
室
や
湯
沸
室
も
備
え
て
い
ま

す
。

　

落
成
式
で
、
荒
木
町
長
は
「
将

来
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
く
過
ご
せ
る
場
と
し
て
末
永

く
有
意
義
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
期
待
を
表
明
。
運
営
に

当
た
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト

「
み
ん
な
の
お
う
ち
」
の
秋
岡
利

明
事
務
局
長
は
「
地
域
の
中
で
安

全
・
安
心
な
子
ど
も
た
ち
の
居
場

所
に
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　

西
小
お
お
く
す
ク
ラ
ブ
は
、
旧

嘉
島
西
幼
稚
園
舎
を
活
用
。
震
災

被
災
で
一
部
解
体
、
利
用
児
童
の

増
加
も
重
な
っ
て
手
狭
と
な
っ
た

た
め
、
町
が
移
転
し
て
建
て
替
え
。

８
月
１
日
現
在
、
同
ク
ラ
ブ
の
利

用
児
童
は
１
１
５
人
に
上
っ
て
い

ま
す
。

西小の放課後児童クラブ「おおくす」

写真上は移転・新築された西小の放課後児童クラブ
「おおくす」の落成式であいさつする荒木町長。写
真下の右は校舎側から見た新「おおくす」の外観、
同左はゆったりした生活室の様子

楽
し
い
居
場
所
へ

　
有
意
義
に
活
用
を

荒
木
町
長
ら
完
成
祝
う

　今夏の「７月豪雨」で甚大な被害に見舞われ
た人吉市の小学校に届けようと、嘉島西小の児
童たちが未使用の文具類を持ち寄って集めまし
た。
　西小の児童運営委員会はボランティア活動の
一環で「私たちにできることを」と文具類の提
供を全校児童に呼び掛け。夏休み直前の７月末
日までに使っていない新品の鉛筆やノート、ク
リアファイル、定規など持ち寄り、激励のメッ
セージを添えて人吉西小へ。
　また、東小でも児童たちが持ち寄った支援の
文具類や衣類などを人吉市の西瀬小へ送ったほ
か、嘉島中生徒会も全校生徒から募った文具類
を「被災した県南部の中学生のために役立てて
ください」と日赤県支部に預託しています。

７月豪雨 町内小中学生ら被災地へ支援の文具類

全校児童に呼び掛け、未使用の文具類を集めた
西小児童運営委員会のメンバーら
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食
品
・
飲
食
関
連
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
な
ど
手
掛
け
る
嘉
島
町
下
仲
間

の
ハ
タ
ノ
綜
合
印
刷
（
毛
利
吉
文

社
長
）
は
自
社
で
商
品
開
発
し
た

マ
ス
ク
ケ
ー
ス
を
７
月
27
日
、
町

に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
の
マ
ス
ク

ケ
ー
ス
は
縦
20
㌢
弱
、
横
11
㌢
余

り
の
長
財
布
サ
イ
ズ
。
二
つ
折
り

で
未
使
用
と
使
用
中
に
分
け
て
収

納
で
き
る
ポ
ケ
ッ
ト
付
き
。
抗
菌

コ
ー
ト
加
工
で
安
全
性
を
高
め
た

上
、
寄
贈
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
に
は

浮
島
は
じ
め
嘉
島
の
見
ど
こ
ろ
な

ど
を
く
ま
モ
ン
が
紹
介
す
る
趣
向

の
カ
ラ
フ
ル
な
イ
ラ
ス
ト
が
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

役
場
に
荒
木
町
長
を
訪
ね
た
毛

利
社
長
ら
同
社
幹
部
が
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
４
０
０
０
個

の
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
を
贈
っ
た
の
に

対
し
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
、
マ
ス

ク
は
必
需
品
。
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
荒
木
町
長
。

　

町
で
は
町
内
の
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
や
医
療
従
事
者
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
な
ど
に
順
次
、
配
布

を
行
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
建
設
業
協
会
（
髙
村
倫

博
会
長
）
が
８
月
11
日
、
町
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
、
マ
ス
ク
３
０
０
０
枚
を
寄

贈
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

同
協
会
が
取
り
組
む
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
。
髙
村
会
長
ら
が
役

場
に
荒
木
町
長
を
訪
ね
、「
町
民
の

皆
さ
ん
の
感
染
防
止
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」
と
寄
贈
マ
ス
ク
を
手

渡
し
ま
し
た
。
同
協
会
で
は
例
年
、

夏
場
に
町
内
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
展

開
し
、
道
路
沿
い
の
ご
み
拾
い
や

雑
草
除
去
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
上
島
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
が
献
血
の
定
期
的

な
推
進
活
動
で
７
月
22
日
、
日
赤
県
支
部
（
支
部
長
・
蒲

島
郁
夫
知
事
）
か
ら
功
労
団
体
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
モ
ー
ル
で
は
日
赤
の
献
血
車
巡
回
に
合
わ
せ
て
毎
月

２
～
３
回
、
買
い
物
客
に
広
く
献
血
を
呼
び
掛
け
る
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

伝
達
式
が
同
モ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
日
赤
県
支
部
評
議
員

を
務
め
る
荒
木
町
長
が
同
モ
ー
ル
の
藤
井
宏
隆
ゼ
ネ
ラ
ル

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
一
掃

　

 

開
発
商
品
を

　

 

町
に
４
千
個

ハ
タ
ノ
印
刷

負
け
な
い
で
！

感
染
症
に
　
熱
中
症
に

町
に
寄
贈
、
支
援
相
次
ぐ

嘉島オリジナル
マスクケース

写真上はくまモンの楽しいイラスト
入りのマスクケース。写真下は荒木
町長にマスクケースを手渡す毛利吉
文社長（左）

 

町
建
設
業
協
会

　

 

マ
ス
ク
寄
贈

　

 

町
に
３
千
枚

荒木町長から献血活動で功労団体表彰を
受ける藤井宏隆ゼネラルマネジャー（右）

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

　
献
血
功
労
で
表
彰

日赤県支部
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熱
中
症
退
治
　
町
内
児
童
に

　
自
社
製
飲
料

サ
ン
ト
リ
ー

　

嘉
島
東
、
西
の
両
小
の
全
児
童

に
今
夏
、
飲
料
大
手
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
本
社
・
大

阪
市
）
か
ら
「
熱
中
症
対
策
に
」

と
自
社
製
の
飲
料
品
な
ど
激
励
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
社
が
北
甘
木
に
構
え
る
九
州

熊
本
工
場
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の

拠
点
工
場
と
あ
っ
て
震
災
以
来
、

お
膝
元
の
嘉
島
は
じ
め
地
域
の
復

興
支
援
に
も
一
役
。
恒
例
と
な
っ

た
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
少
年
ス

ポ
ー
ツ
教
室
開
催
を
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
見
合
わ
せ
ざ
る
を
得

な
い
た
め
、
そ
れ
に
代
わ
る
サ
プ

ラ
イ
ズ
と
し
て
今
回
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
企
画
。

　

東
小
で
７
月
30
日
、
贈
呈
式
を

開
催
。
大
下
勝
巳
工
場
長
が
県
関

係
で
同
社
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム

「
サ
ン
ゴ
リ
ア
ス
」
の
流
大
選
手

と
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル「
サ
ン
バ
ー
ズ
」

の
西
田
寛
基
選
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

入
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
下
敷
き
を
児
童

代
表
に
贈
り
、
暑
さ
対
策
の
飲
料

品
の
伝
達
を
小
野
久
子
校
長
ら
が

荒
木
町
長
か
ら
受
け
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
世
界
的
な
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
佐
渡
裕
氏
が
タ
ク
ト
を
振
る

工
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
り
、

町
に
預
託
さ
れ
た
原
資
で
も
町
民

会
館
「
図
書
室
」
の
蔵
書
充
実
が

図
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
多
彩
な
地

域
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

★
嘉
島
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
（
Ｓ

Ｃ
）
惜
し
く
も
初
Ｖ
逃
す　

７
月

19
日
、
県
民
総
合
運
動
公
園
（
熊

本
市
）
で
行
わ
れ
た
Ｋ
Ｆ
Ａ
第
56

回
全
国
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会
県
予
選
の
決
勝
で
Ｆ
Ｃ
Ｋ
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
対
戦
。
Ｐ
Ｋ
戦

の
末
、
敗
れ
、
初
優
勝
を
逃
し
ま

し
た
。

　

嘉
島
Ｓ
Ｃ
は
12
日
の
初
戦
で
ダ

イ
ナ
マ
イ
ツ
八
代
を
３
対
０
で
撃

破
。
決
勝
も
先
制
し
ま
し
た
が
、

追
い
つ
か
れ
て
２
対
２
の
ス
コ
ア

で
臨
ん
だ
Ｐ
Ｋ
戦
を
５
対
３
で
惜

し
く
も
落
と
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
西
小
の
児
童
た
ち
に
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
ひ
だ
ま
り
の
会
」

が
７
月
に
入
り
、
学
校
で
の
お
話

会
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
ら
を
中
心
と
す
る
同
会

で
は
毎
週
火
曜
の
朝
、
始
業
に
先

駆
け
、
１
～
６
年
の
ク
ラ
ス
ご
と

に
お
話
会
。
お
な
じ
み
の
絵
本
か

ら
物
語
や
民
話
の
長
編
ま
で
毎
回

15
分
程
度
、
読
み
聞
か
せ
。

　

こ
れ
ま
で
は
語
り
手
を
取
り
囲

む
紙
芝
居
の
ス
タ
イ
ル
で
し
た
が
、

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
「
３

密
」
を
回
避
す
る
た
め
、
本
の

ペ
ー
ジ
を
映
し
出
す
モ
ニ
タ
ー
画

面
を
自
席
で
見
る
方
式
に
。

　

児
童
た
ち
の
中
に
は
、
学
校
再

開
か
ら
ほ
ぼ
１
カ
月
遅
れ
の
お
話

会
を
待
ち
兼
ね
、
お
気
に
入
り
の

話
に
食
い
入
る
よ
う
に
見
入
る
子

も
い
ま
し
た
。

　

同
会
は
発
足
以
来
、
30
年
近
く

に
わ
た
り
、
メ
ン
バ
ー
が
学
校
に

出
向
い
て
読
み
聞
か
せ
活
動
を

行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

サ
ン
ト
リ
ー
所
属
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手

が
エ
ー
ル
を
送
る
下
敷
き
を
手
渡
す

大
下
勝
巳
工
場
長

コ
ロ
ナ
対
策
で
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
使
っ
て
読
み
聞
か
せ

西小児童らに
　本読み聞かせ

ひだまりの会

　

嘉
島
中
の
生
徒
有
志
の
学
習
を

支
援
す
る
町
「
地
域
未
来
塾
」
開

塾
式
が
８
月
４
日
、
同
中
で
開
か

れ
ま
し
た
。
４
年
前
に
ス
タ
ー
ト

し
た
未
来
塾
は
夏
休
み
や
冬
休
み
、

休
業
の
土
曜
を
活
用
し
、
高
校
進

学
へ
向
け
た
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
。

　

開
塾
式
に
臨
ん
だ
塾
生
15
人
を
、

髙
野
隆
教
育
長
や
早
田
宗
生
校
長

が
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負

け
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
へ
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と

激
励
。
引
き
続
き
、
塾
で
取
り
組

む
国
語
、
数
学
、
英
語
の
３
教
科

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の
事
前
説
明

会
も
開
か
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

嘉
島
中
生
の

　

学
習
を
支
援

　
　
　
　
　 

地
域
未
来
塾
開
く
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新型コロナウイルス感染症

後期高齢者医療加入者の傷病手当金
　傷病手当金は、後期高齢者医療に加入している方のうち、被用者の方
（雇い主から給与の支払いを受けている方）で、新型コロナウイルスに感
染または感染疑いのため勤務することができず、事業主から給与の全部
または一部を受け取ることができない場合に支給されます。

① 新型コロナウイルス感染症（感染疑いを含む）の療養のため仕事ができないこと

※�原則として事業主と医療機関の証明が必要です。ただし、医療機関を受診せず回復した
場合は、医療機関の証明が不要になる場合があります。

② 4 日以上休んでいること

※�発熱などの症状があって最初に「勤務予定があり仕事を休んだ日」が起算日（1日目）
となります。起算日から数えて、3日経過した後の「勤務予定があり仕事を休んだ日」
が支給対象日となります。

③ 休んだ期間について給与などがもらえないこと

※�給与などが支払われている場合でも、その金額が傷病手当金より少ないときは、その差
額が支給されます。

※�支給対象日数は、起算日（症状があり勤務予定にもかかわらず仕事を休んだ最初の日）
から連続して 3日間の待機期間を経過した後、4日目以降にもともと勤務の予定であ
るにもかかわらず感染（または症状があり感染疑い）により休んだ日数となります。
※�有給休暇を使うなど傷病手当金の日額相当額を超える給与などが支給された日は、対象
外です。

（直近の継続した３カ月間の給与収入の合計額÷就労日数）×３分の２×支給対象日数

後期高齢者医療に加入している方のうち、次の三つの条件を全て満たす方

役場町民課　保健係　☎237－2574
県後期高齢者医療広域連合　給付課　☎288－6050（直通）

支給要件

支給金額

お問い合わせ先

広報かしま2020.9
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偏
見
・
差
別
の
な
い
地
域
社
会
に

　

感
染
さ
れ
た
方
や
ご
家
族
、
医
療
従

事
者
な
ど
へ
の
誹
謗
（
ひ
ぼ
う
）
中
傷
、

不
適
切
な
扱
い
な
ど
が
な
い
よ
う
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
う
わ
さ
や
臆
測
、
ネ
ッ
ト
上
の
誤
っ

た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い

○
不
確
か
な
情
報
、
誹
謗
中
傷
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
で
広
め
な
い

○
国
や
県
、
市
町
村
が
発
信
す
る
正
確

な
情
報
に
基
づ
い
て
行
動
す
る

※
詳
し
い
情
報
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　
　

県
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
３
３
３－

２
３
０
０

中
小
・
小
規
模
事
業
者
向
け 

固
定
資
税
等
の
特
例
措
置

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

事
業
収
入
が
減
少
し
て
い
る
中
小
事
業

者
・
小
規
模
事
業
者
向
け
の
固
定
資
産

税
減
免
の
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
固
定
資
産

　

令
和
３
年
度
の
事
業
用
家
屋
お
よ
び

設
備
な
ど
の
償
却
資
産
に
か
か
る
固
定

資
産
税

○
条
件
・
減
免
率

　

２
年
２
～
10
月
の
任
意
の
連
続
す
る

３
カ
月
間
の
事
業
収
入
の
対
前
年
同
期

比
減
少
率
が
、

 

（
イ
）
50
％
以
上
の
場
合

　

 

対
象
の
固
定
資
産
の
課
税
標
準
額
を

ゼ
ロ

 

（
ロ
）
30
％
～
50
％
未
満
の
場
合

　

 

対
象
の
固
定
資
産
の
課
税
標
準
額
を

２
分
の
１

※
町
の
申
請
書
様
式
に
関
し
て
は
、
詳

細
が
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７－

２
６
３
９

ご
注
意
く
だ
さ
い

古
い
金
属
製
容
器
で
の 

　
　
　
　
　
　
食
中
毒
発
生

　

今
般
、
古
く
な
っ
た
金
属
製
の
容
器

に
粉
末
清
涼
飲
料
水
を
溶
か
し
て
保
管

し
た
も
の
を
飲
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、

金
属
溶
出
に
伴
う
食
中
毒
事
例
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

夏
季
と
な
り
酸
性
の
飲
料
（
主
に
炭

酸
飲
料
や
乳
酸
菌
飲
料
、
果
汁
飲
料
、

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど
）
の
摂
取
が
多
く

な
る
時
季
の
た
め
、
次
の
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

①　

食
品
が
接
触
す
る
容
器
の
内
部
に

サ
ビ
や
キ
ズ
が
な
い
か
確
認
す
る
こ
と

②　

酸
性
の
飲
み
物
を
長
時
間
、
金
属

製
の
容
器
に
保
管
し
な
い
こ
と

③　

古
く
な
っ
た
容
器
は
、
定
期
的
に

新
し
い
も
の
に
交
換
す
る
こ
と

④　

取
り
扱
う
食
品
の
表
示
お
よ
び
注

◇�お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

【
８
面
に
続
く
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

９ 月 の 納 税 等 10 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税………………③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑤　期
介護保険料
保育所利用料……………９月分
町営住宅使用料…………９月分
下水道使用料……………８月分
納期限日（口座振替日）
　　　　　　９月30日（水）

町県民税…………………③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑥　期
介護保険料
保育所利用料……………10月分
町営住宅使用料…………10月分
下水道使用料……………９月分
納期限日（口座振替日）
　　　　　　11月２日（月）

毎月　第４水曜日
午後６時～午後８時

 ９ 月 23 日
10 月 28 日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237−2639（直通）
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意
喚
起
を
確
認
し
、
使
用
す
る
こ
と

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

家
庭
で
の
ご
み
焼
却 

火
災
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
！

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
の
庭
や
畑
で
ご
み
を
燃
や
す

と
、
煙
や
悪
臭
、
有
害
物
質
が
発
生
し
、

「
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
く
」
な
ど
近
隣

の
方
々
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
種
火
が
残
り
火
災
な
ど
の
原

因
と
も
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

　

法
令
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬

の
飼
い
主
に
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

毎
年
４
月
１
日
～
６
月
30
日
に
受
け
さ

せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら

集
合
注
射
は
春
だ
け
の
実
施
と
な
り
、

４
月
23
、
24
日
に
実
施
済
み
。
こ
れ
ま

で
秋
に
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い
た
方
や
、

都
合
が
つ
か
ず
春
の
集
合
注
射
を
受
け

さ
せ
て
い
な
い
方
は
、
か
か
り
つ
け
の

動
物
病
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
注
射
が
済
み
次
第
、
役
場
都
市
計

画
課
に
注
射
済
み
証
を
持
参
の
上
、
報

告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
交

付
手
続
き
に
は
５
０
０
円
必
要
で
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係　

☎
２
３
７－

２
５
９
７

農
薬
の
空
容
器 

適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

　

農
薬
の
空
容
器
は
産
業
廃
棄
物
で
あ

り
、
野
焼
き
や
不
法
投
棄
に
よ
る
処
理

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
使
用

済
み
容
器
の
処
分
に
当
た
っ
て
は
、
専

門
の
廃
棄
物
処
理
業
者
に
処
理
を
委
託

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

Ｊ
Ａ
・
経
済
連
と
農
薬
卸
業
者
、
販
売

店
が
連
携
し
、
各
Ｊ
Ａ
が
回
収
日
時
・

場
所
を
設
定
し
て
専
門
業
者
に
一
括
し

て
処
理
委
託
し
て
い
ま
す
。
回
収
の
日

時
、
場
所
、
方
法
お
よ
び
費
用
な
ど
は

最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
ま
た
は
県
農
業
技
術
課

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　

県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
１

・ 

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
回
答
用
Ｉ
Ｄ
お

よ
び
調
査
票
（
紙
）
の
配
布

※
９
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
各
世
帯
を

訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

訪
問
の
際
に
ご
不
在
の
場
合
に
は
、
ポ

ス
ト
な
ど
に
調
査
票
を
投
函
（
か
ん
）

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
　

役
場
企
画
情
報
課
企
画
係

☎
２
３
７－

２
６
４
１

地
域
の
子
育
て
応
援
団

　

保
育
園
の
送
迎
、
放
課
後
ま
た
は
学

童
保
育
の
終
了
後
な
ど
に
、
冠
婚
葬
祭

や
用
向
き
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
子

ど
も
を
預
け
た
い
け
れ
ど
預
か
っ
て
く

れ
る
人
が
い
な
い
と
お
困
り
の
子
育
て

世
代
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
を
預
け
た
い

方
（
利
用
会
員
）
を
応
援
す
る
た
め

に
、
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る

方
（
協
力
会
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

協
力
会
員
（
お
お
む
ね
70
歳
ま
で
の
健

康
な
方
）
は
登
録
制
で
、
預
か
る
子
ど

も
は
生
後
３
カ
月
か
ら
小
学
６
年
生
ま

で
で
す
。
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
も
預

か
る
こ
と
も
で
き
る
両
方
会
員
や
、
利

用
会
員
も
併
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
な
る
に
は
、
会
員
登
録
を
し

て
、
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

ご
存
じ
で
す
か

？

全
世
帯
対
象 

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

５
年
に
１
度
実
施
さ
れ
る
統
計
調
査

「
国
勢
調
査
」
が
10
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
公
正
で
効
率
的
な
行

政
を
行
う
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　

本
調
査
で
は
全
世
帯
が
調
査
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
調
査
日
程

　

９
月
14
日
（
月
）
～
10
月
20
日
（
火
）

・
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
期
間

　

９
月
14
日
（
月
）
～
10
月
７
日
（
水
）

※
24
時
間
い
つ
で
も
回
答
可
能
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
回
答
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

・
調
査
票
（
紙
）
の
回
答
期
間

　

10
月
１
日
（
木
）
～
10
月
７
日
（
水
）

↑

【
７
面
か
ら
続
く
】

水質検査日程

10月 ７日（水）
10月21日（水）

詳細は嘉島町ホームページまたは
「広報かしま」５月号をご覧ください。

役場都市計画課環境係
☎２３７－２５９７（直通）
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の
法
人
設
立
に
関
す
る
こ
と

③
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ
と

④
内
容
証
明
書
・
契
約
書
の
作
成
に
関

す
る
こ
と

○
電
話
無
料
相
談

・
日
時　

10
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

10
時
～
16
時

・
相
談
電
話   

☎
３
８
５－

７
３
０
１

○
街
頭
無
料
相
談
会

・
日
時　

10
月
21
日
（
水
）、22
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

10
時
～
16
時

・
会
場　

鶴
屋
本
館
７
階
レ
ス
ト
ス

ペ
ー
ス　

※
直
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　

県
行
政
書
士
会

☎
３
８
５－

７
３
０
０

参
加
し
ま
せ
ん
か

陸
上
合
同
練
習
会

　

嘉
島
町
体
育
協
会
と
同
協
会
陸
上
種

目
部
で
は
、
町
民
の
陸
上
競
技
力
向
上

と
、
町
内
中
高
生
の
育
成
の
た
め
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
提
案
し
、
陸
上
競

技
の
普
及
・
振
興
を
図
る
合
同
練
習
会

を
月
１
回
（
原
則
、
毎
月
第
３
水
曜
）

実
施
し
て
い
ま
す
。

○
参
加
費　

無
料

　

※
未
成
年
の
方
の
参
加
は
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

10
月
21
日
（
水
）
午
後
５
時

か
ら
午
後
９
時
ま
で
（
受
け
付
け
は
午

後
８
時
ま
で
）

○
会
場　

町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
競

技
場

　
　

町
教
育
員
会

☎
２
３
７－

０
０
５
８

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

　
　
　
　

10
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時

○
会
場

・
ラ
ジ
オ
体
操　
　

 

嘉
島
町
総
合
運
動

公
園　

芝
生
広
場

タ
ー
講
習
会
を
受
講
い
た
だ
き
ま
す
。

講
習
を
受
け
る
に
は
、
事
前
申
し
込
み

を
。
予
約
制
の
託
児
も
あ
り
ま
す
。

○
講
習
会
日
時

　

10
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時
10
分

○
内
容

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

実
際
」「
子
ど
も
の
心
と
体
」

※
講
話
の
み
で
す
。

○
会
場

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

○
申
し
込
み
方
法

　

10
月
13
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
　

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
２
３
７－

５
５
５
９

　

☎
０
８
０－

２
６
９
０－

０
１
３
８

行
政
書
士
制
度
の
広
報
月
間

　

県
行
政
書
士
会
は
毎
年
10
月
を
「
行

政
書
士
制
度
広
報
月
間
」
と
し
て
、
Ｐ

Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
無
料
相
談
内
容

①
各
種
許
認
可
・
登
録
に
関
す
る
こ
と

（
建
設
業
・
運
送
業
・
風
俗
営
業
・
開

発
・
農
地
転
用
・
車
庫
証
明
・
車
両
登

録
・
在
留
資
格
な
ど
）

②
会
社
・
医
療
法
人
・
公
益
法
人
な
ど

↑
【
10
面
に
続
く
】

休日当番医

９月13日（日）榊田泌尿器科外科医院（御船町） 
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－６３６３

９月20日（日）藤岡医院（御船町） 
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－０４０５

９月21日（月・祝）古閑整形外科胃腸科医院（御船町） 
　　　　　　　　　　　　　☎２８４－２０１０

９月22日（火・祝）熊本回生会病院（嘉島町） 
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－１１３３

９月27日（日）牟田内科医院（御船町） 
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－０２１６

10月４日（日）大久保耳鼻咽喉科（御船町） 
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－３９００

10月11日（日）香田整形外科医院（嘉島町） 
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－２８１１

開
始

熊
本
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・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
公
園
周
辺

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

○
訓
練
期
間

　

12
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　

～
令
和
３
年
２
月
26
日（
金
）

○
経
費
（
テ
キ
ス
ト
代
）

Ａ
・
Ｂ
：
４
４
０
０
円
（
税
込
）
程
度

　

Ｃ　

：
６
９
３
０
円
（
税
込
）
程
度

○
訓
練
会
場　

　

 

自
宅
（
委
託
先
：
有
限
会
社
シ
ス
テ

ム
ラ
ン
ド
）

《
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
科
（
在
職
者
訓
練
）》

○
受
講
対
象　

身
体
（
下
股
）、
知
的
、

精
神
、
発
達
高
次
脳　

※
身
体
（
上

股
・
内
部
）、
難
病
は
要
相
談

○
定
員　

９
人

○�

内
容　

職
場
で
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
や
問
題
解
決
の

募
っ
て
い
ま
す

県
立
農
業
大
学
校 

新
規
就
農
支
援
研
修
生

　

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
就
農
に
必

要
な
栽
培
技
術
や
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

基
礎
か
ら
学
べ
る
新
規
就
農
支
援
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
前
期
研
修
生
の
募
集
期
間

は
９
月
23
日
（
水
）
～
10
月
30
日
（
金
）

で
す
。
後
期
の
募
集
は
令
和
３
年
１
月

５
日
（
火
）
～
１
月
29
日
（
金
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
は
、
座
学
・
実
習
が
週
５
日
の

「
プ
ロ
経
営
者
コ
ー
ス
」、
週
３
日
の

「
実
践
農
業
コ
ー
ス
」
の
２
コ
ー
ス
で

す
。

　
　

県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

☎
２
４
８－

６
６
０
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
年
度

第
２
回
試
験
が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
試
験
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

○
試
験
の
種
類　

・
甲
種

・
乙
種
第
１
類
～
第
６
類

・
丙
種

○
試
験
日　

11
月
８
日
（
日
）

○
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　
　

～
９
月
17
日
（
木
）

・
電
子
申
請

　
　

～
９
月
14
日
（
月
）

○
願
書
な
ど
の
配
置
場
所

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
県
支
部
、

熊
本
市
消
防
局
、
県
内
の
各
消
防
本
部

お
よ
び
県
総
務
部
市
町
村
・
税
務
局
消

防
保
安
課

　
　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
県
支
部

☎
３
６
４－

５
０
０
５

障
が
い
の
あ
る
方 

職
業
訓
練
生

《
在
宅
・
パ
ソ
コ
ン
科
（
人
吉
校
）》

○
受
講
対
象　

身
体
（
視
覚
、
聴
覚
、

上
肢
、
下
肢
、
内
部
）、
精
神
、
発
達
、

難
病
、
高
次
脳　

※
知
的
は
要
相
談

○
定
員　

10
人

○
内
容　
ｅ－

ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ら
で
は

の
個
別
対
応
。
受
講
は
Ａ
：
初
心
者
、

Ｂ
：
中
級
者
、
Ｃ
：
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
か

ら
選
べ
ま
す
。

○
募
集
期
間　

～
10
月
30
日
（
金
）

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

災
害
便
乗
の
悪
質
商
法

　

災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
な
勧
誘
・
商

法
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
不
安
を
感
じ

た
り
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
り
し
た
と

き
、
困
っ
た
と
き
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次
の
３

点
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①　

１
人
で
即
決
し
な
い
。
契
約
や
支

払
い
前
に
、
家
族
な
ど
と
十
分
に
検
討

し
ま
し
ょ
う
。

②　
「
恐
怖
を
感
じ
る
」「
帰
っ
て
く
れ

な
い
」「
不
審
な
車
両
や
人
物
を
見
掛

け
た
」
と
き
は
、
す
ぐ
に
警
察
に
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

③　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
出
回
る
た
め
、

公
的
機
関
に
真
偽
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

役
場
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
２
３
７－

１
１
１
２

　
　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
３
８
３－

０
９
９
９

　
　

�

最
寄
り
の
警
察
署
・
警
察
安
全
相

談

☎
＃
９
１
１
０

ス
キ
ル
、
ス
ト
レ
ス
対
処
法
の
訓
練

で
す
。

○
募
集
期
間　

～
10
月
30
日
（
金
）

○
訓
練
期
間

　

12
月
２
日
（
水
）

　
　
　
　

～
令
和
３
年
２
月
24
日（
水
）

※ 

訓
練
は
月
曜
、
水
曜
の
午
後
６
時
30

分
か
ら
２
時
間
程
度

○
経
費
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

１
５
０
０
円
（
税
込
）
程
度

○
訓
練
会
場　

　

 

ら
・
ら
ぽ
ー
と
（
熊
本
市
中
央
区
南

坪
井
町
４－

23　

Ｍ
Ｔ
ビ
ル
４
Ｆ
）

　
　

県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
２
９
７－

９
９
１
５

　
　

詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

↑

【
９
面
か
ら
続
く
】
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浸
水
住
宅 

修
理
無
料
電
話
相
談

　
「
７
月
豪
雨
」
災
害
で
浸
水
被
害
な

ど
を
受
け
た
住
宅
の
補
修
・
再
建
な
ど

の
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
県
内
の
建

築
関
係
団
体
と
連
携
し
、
無
料
電
話
相

談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

○
専
用
電
話
番
号

☎
３
８
４－

０
１
３
１

○
日
時　

　
　

月
～
金
曜
13
時
～
16
時

○
内
容

　

建
築
士
に
よ
る
浸
水
被
害
を
受
け
た

住
宅
の
修
理
な
ど
に
関
す
る
技
術
的
な

相
談
な
ど
。

　

現
地
相
談
窓
口
も
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
県
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

県
建
築
課☎

３
３
３－

２
５
３
４

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
電
話
相
談

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、
嫌
が

ら
せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
専
用
電
話

　

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
専
用
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

０
１
２
０－

７
７
１－

２
０
８

↑

【
12
面
に
続
く
】

　

嘉
島
町
は
７
月
30
日
、
最
新
鋭

の
消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
町
消

防
団
第
１
分
団
第
２
部
（
下
六

嘉
）
と
第
１
分
団
第
３
部
（
三
郎

無
田
）
に
交
付
し
ま
し
た
。

　

役
場
駐
車
場
で
開
か
れ
た
交
付

式
で
、
荒
木
町
長
が
新
品
の
消
防

ホ
ー
ス
の
筒
先
を
両
部
の
代
表
に

手
渡
し
、「
県
南
豪
雨
は
じ
め
大

き
な
災
害
が
後
を
絶
た
な
い
。
地

域
の
安
全
・
安
心
の
備
え
に
怠
り

な
く
当
た
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激

　嘉島町北甘木の自主防災会にこのほど、宝
くじの収益金を使ったコミュニティー助成事
業の一環で災害対応の各種備品が配備されま
した。
　配備された備品は、ＡＥＤ（自動体外式除
細動器）や倉庫など 30 点。
　大規模な自然災害が頻発する昨今、発災時
に共助を担う自主防災組織の機能強化は地域
の防災力向上に欠かせません。

消
防
ポ
ン
プ
町
交
付

　
　

下
六
嘉
と

　
　

三
郎
無
田

  

北
甘
木

　

自
主
防
災
会
に

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
や
倉
庫

役
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
消
防
小
型

動
力
ポ
ン
プ
交
付
式
に
臨
ん
だ
荒
木

町
長
ら

北
甘
木
自
主
防
災
会
に
配
備

さ
れ
た
倉
庫

防災 備え怠りなく 防火

励
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
配
備
の
小
型
動
力
ポ
ン

プ
に
関
し
て
は
、
20
年
を
目
安
に

故
障
や
経
年
劣
化
な
ど
勘
案
し
て

逐
次
、
更
新
し
て
い
ま
す
。
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○
受
け
付
け　

月
曜
～
金
曜
（
祝
日
、

年
末
・
年
始
＝
12
月
29
日
～
１
月
３
日

除
く
）
９
時
～
17
時

※
相
談
は
無
料
。
匿
名
も
可
。

　
　

公
益
財
団
法
人

　
　

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

９
月
23
日
（
水
）
弁
護
士

　

10
月
28
日
（
水
）
弁
護
士

　

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電

話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員

（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
会
場　

町
役
場
１
階
小
会
議
室

○
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
町
で
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
可

能
な
限
り
、
電
話
で
の
相
談
を
お
願
い

し
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－
３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－
１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－
１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

　

●
維
持
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
●

　

相
続
な
ど
で
空
き
家
を
抱
え
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け

な
い
よ
う
、
適
切
に
管
理
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
で
あ
っ

た
り
、
遠
方
に
住
ん
で
い
た
り
な
ど
の

理
由
で
、
自
分
で
管
理
で
き
な
い
場
合

は
、
空
き
家
管
理
サ
ー
ビ
ス
に
依
頼
す

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
費
用
は
月
額
、

数
千
円
か
ら
１
万
円
程
度
で
す
。
ま
た
、

火
災
保
険
や
空
き
家
の
外
壁
な
ど
が
崩

れ
、
通
行
人
に
危
害
を
与
え
る
リ
ス
ク

に
備
え
た
施
設
賠
償
責
任
保
険
に
加
入

す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

●「
特
定
空
き
家
」認
定
さ
れ
た
ら
●

　

倒
壊
の
危
険
が
あ
る
、
衛
生
上
有
害

で
あ
る
、
景
観
を
損
な
っ
て
い
る
な
ど
、

空
き
家
の
状
態
が
悪
化
し
た
ま
ま
放
置

す
る
と
、
空
き
家
の
特
措
法
に
基
づ
き

「
特
定
空
き
家
」
に
認
定
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
自
治
体
の
助
言
・
指

導
に
従
わ
ず
、
勧
告
を
受
け
る
と
、
住

宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
軽
減

特
例
措
置
が
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

改
善
命
令
に
も
背
い
た
場
合
は
50
万
円

以
下
の
過
料
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
空
き
家
所
有
者
は
こ
う
し
た
状

況
に
な
ら
な
い
よ
う
対
処
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

●
売
却
す
る
場
合
の
特
例
●

　

空
き
家
を
持
ち
続
け
る
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
、
早
期
に

売
却
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。

相
続
し
た
住
宅
や
取
り
壊
し
た
後
の
土

地
を
売
却
し
た
場
合
、
３
０
０
０
万
円

を
上
限
に
譲
渡
所
得
（
売
却
益
）
か
ら

特
別
に
控
除
さ
れ
、
所
得
税
と
住
民
税

が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
１
９
８
１

年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅

（
旧
耐
震
基
準
の
住
宅
）
で
、
相
続
発

生
日
か
ら
３
年
が
経
過
す
る
年
の
年
末

ま
で
に
売
却
す
る
な
ど
の
条
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
相
続
人

は
、
住
宅
を
改
修
し
て
耐
震
性
を
確
保

し
た
上
で
売
却
す
る
か
、
取
り
壊
し
て

更
地
に
し
て
売
却
す
る
か
の
い
ず
れ
か

を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

●
空
き
家
バ
ン
ク
へ
登
録
●

　

空
き
家
を
売
却
ま
た
は
賃
貸
に
す
る

場
合
、
不
動
産
業
者
に
依
頼
す
る
以
外

に
、
自
治
体
な
ど
が
運
営
す
る
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の
物
件
に
つ
い
て
、

自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
改
修
費
用
な
ど

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

《
空
き
家
の
管
理
に
困
っ
た
ら
》

見
守
り
新
鮮

情
報
9
月
号

【
11
面
か
ら
続
く
】

◇�お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。
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ご み
出 し

◆ 町指定のごみ袋できちんと分別をして出しましょう！  
　嘉島町指定のごみ袋以外に入れてあるものや、きちんと分別ができていないものは、
回収はしません。最近、特に熊本市のごみ袋や買い物袋に入れてあるもの、燃えない
ごみの袋に瓶や缶が入っているなどのルール違反が多く見られます。ごみの種類ごと
にきちんと分けて、必ず「町指定のごみ袋（有料）※」に入れて出しましょう。

※町指定のごみ袋　　燃えるごみ：透明　　燃えないごみ：緑
　　　　　　　　　　瓶・缶：黄　　　　　ペットボトル：青

　　　　　　　　プラスチック製容器包装：オレンジ

◆ 決められたごみステーションに出しましょう！
　ごみステーションの管理は各区で行っています。お住まいの各区で決められたご
みステーションに出しましょう。なお、収集場所が分からない場合や事情により決
められた場所へのごみ出しが難しい場合は、各区長へお申し出ください。

［お問い合わせ先］役場都市計画課　環境係　☎２３７－２５９７

写
真
は
残
念
な
マ
ナ
ー
違
反
の
事
例
。
右
か
ら
▽
燃
え
る
ご
み
の

日
に
異
な
る
ご
み
出
し
▽
燃
え
な
い
ご
み
袋
に
入
っ
て
い
る
瓶
・

缶
、
そ
し
て
▽
最
近
多
く
な
っ
て
い
る
熊
本
市
指
定
の
ご
み
袋
で

の
ご
み
出
し
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ルール守っていますか

マナー違反は不法投棄に

広報かしま 2020.9

13



☎ 

2
3
7

−

0
0
4
4

　

9
月
21
～
30
日
、「
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

運
動
の
重
点
目
標
は
①
子
ど
も
は
じ

め
歩
行
者
の
安
全
と
自
転
車
の
安
全
利

用
の
確
保
②
高
齢
運
転
者
な
ど
の
安
全

運
転
の
励
行
③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交

通
事
故
防
止
、
飲
酒
運
転
な
ど
危
険
運

転
の
防
止
―
で
す
。
運
転
者
も
歩
行
者

も
交
通
ル
ー
ル
を
順
守
し
、
交
通
事
故

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況� （件数）７月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が

（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
　
引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

R2.7 3 47 0 0 2 0 0 0

R2 累計 33 346 0 1 13 0 0 3

前年比 -8 －55 ± 0 ＋1 －5 －1 ± 0 ＋1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

R2.7 6 135 0 0 0 0 0 0

R2 累計 89 984 2 3 18 5 0 6

前年比 -2 －145 －3 ＋1 －4 －5 ± 0 ＋2

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 265）

地域安全ニュース ～みんなでつくろう
  　　　　安全・安心の街～

　警察では、防犯や交通、暴力団、子どもの非行、家庭内暴力、ストーカー・DV、「電話で
『お金』詐欺」など事件や事故に関すること、そして、悩みや不安を感じている方々のご相談
に応じています。
　警察安全相談室への相談電話は、プッシュ回線の場合「＃ 9110」、ダイヤル回線の場合

「383-9110」へおかけください。
　御船警察署への相談電話は、「282-1110」へおかけください。

９月11日は「警察相談の日」
ご 存 じ で す か

警察安全相談室（警察に対する相談全般） 383-9110
犯罪被害者支援室 381-0110　（内 2193 ～ 2195）
くまもと被害者支援センター 386-1033
性犯罪被害者の悩み・相談 384-1254　0120-8343-81
拳銃、覚せい剤に関する情報・相談 384-4444　0120-10-3774

「電話で『お金』詐欺」相談ホットライン 381-2567
肥後っ子テレホン（少年に関する相談） 384-4976　0120-02-4976
熊本県暴力追放運動推進センター 382-0333
運転免許に関する相談 233-0110
日本道路交通情報センター 050-3369-6643

　警察の窓口での直接相談、
電話での相談どちらでも結構
です。
　緊急の事件・事故の場合は、
「＃９１１０」を利用せずに、
１１０番通報をお願いします。

相 談 窓 口
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離婚時の年金分割制度
▶�離婚した場合、お二人の婚姻期間中の厚生年金を分割して、それぞれ自分の年金
とすることができます。

▶�離婚後２年以内��に手続きを行っていただく必要があるので、お早めに、お近くの
年金事務所または街角の年金相談センターまでご相談ください。
※ 年金分割割合を定める調停などの長期化により離婚後２年を経過した場合は、調停

などの成立日から６カ月以内＊であれば手続き可能です。
＊調停などの成立日が令和２年８月２日以前の場合は１カ月以内

離婚時の年金分割のイメージ
▶ サラリーマンなどが加入する厚生年金は、給与などの報酬の額に応じて保険料を納

付し、報酬額の記録に応じて厚生年金が支払われます。
▶ 離婚時の年金分割が行われると、婚姻期間中について、厚生年金の支給額の計算の

基となる報酬額の記録が分割されることになり、年金額をお二人で分割できます。

離婚前 離婚後

夫

妻

報酬額の記録 報酬額の記録

報酬額の記録なし

⇒報酬額に応じた年金額を支給

⇒厚生年金は支給されず

報酬額の記録

⇒分割された年金額を支給

⇒分割された年金額を支給

分割

年金分割の方法（２種類）
※いずれの場合も、原則として離婚後２年以内に手続きを行うことが必要です。

①合意分割
▶ お二人からの請求により、年金を分割できます。
▶ 年金分割の割合は、お二人の合意、または、裁判手続きによって決定されます。

②３号分割
▶ サラリーマンの妻である専業主婦の方など、国民年金第３号被保険者※であった方か

らの請求により、年金を分割できます。
▶ 年金分割の割合は、２分の１ずつとなります。
▶ 平成20年４月以降の第３号被保険者期間中の報酬額が分割の対象になります。
　※厚生年金保険の被保険者または共済組合の組合員の被扶養配偶者で、20歳以上60歳未満の方

年金事務所や年金相談センターの所在地は以下のホームページをご参照ください。
　https://www.nenkin.go.jp/section/soudan/index.html

※ 年金分割割合を定める調停等の長期化により離婚後２年を経過した場合は、調停等の成立
日から６ヶ月以内＊であれば手続き可能です。 ＊調停等の成立日が令和２年８月２日以前の場合は１ヶ月以内

離婚時の年金分割制度のお知らせ

年金分割の方法（２種類）

①合意分割
✔ お二人からの請求により、年金を分割できます。
✔ 年金分割の割合は、お二人の合意、または、裁判手続によって決定されます。

②３号分割
✔ サラリーマンの妻である専業主婦の方など、国民年金第３号被保険者※であった方からの請求

により、年金を分割できます。
✔ 年金分割の割合は、２分の１ずつとなります。
✔ 平成 年４月以降の第３号被保険者期間中の報酬額が分割の対象になります。

※ 厚生年金保険の被保険者または共済組合の組合員の被扶養配偶者で、 歳以上 歳未満の方

年金事務所や年金相談センターの所在地は以下のホームページをご参照ください。

※ いずれの場合も、原則として離婚後２年以内に手続を行うことが必要です。

離婚時の年金分割のイメージ
✔ サラリーマン等が加入する厚生年金は、給与等の報酬の額に応じて保険料を納付し、報酬額の

記録に応じて厚生年金が支払われます。
✔ 離婚時の年金分割が行われると、婚姻期間中について、厚生年金の支給額の計算の基となる報

酬額の記録が分割されることになり、年金額をお二人で分割できます。

報酬額の記録

【例：サラリーマンの妻である専業主婦であった方の場合（厚生年金）】

夫

妻

離婚前

報酬額の記録

報酬額の記録

離婚後

報酬額の記録なし

⇒ 報酬額に応じた年金額を支給

⇒ 厚生年金は支給されず

⇒ 分割された年金額を支給

⇒ 分割された年金額を支給

分割

※

【例：サラリーマンの妻である専業主婦であった方の場合（厚生年金）】
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人権問題の正しい理解のために 〔その339〕

確認し合った思い 嘉島中教諭　藤本　欣也

大事なこと学び合う
　嘉島町内の小中学校では各学期に人権学習を行っています。嘉島中では、１年生は「水俣
病のことを学び、そこから偏見や差別をなくしていく」学習、２年生は「ハンセン病のこと、
そして元患者の方々への偏見や差別をなくしていく」学習、３年生は「進路にまつわる偏見
や差別をなくす」学習をそれぞれ行いました。最後に、学習のまとめとして各学年で人権作
文を書いたり、人権集会を行ったりして、みんなで思いを確認し合いました。「ありがとう
ございました。私も偏見や差別をなくしていきたいです」や「私も自分の言葉や行動を見つ
め直したいです」などの感想が出され、本当に温かい学習ができました。

◎人権に関するご相談がある方は、嘉島町文化センターで随時受け付けています。ご相談内容
によって、担当課や専門機関をご紹介します。
　平日　８：30～ 17：15　☎ 237－ 0464（嘉島町上六嘉917）

闘う相手はウイルス
　新型コロナウイルス禍の中、感染
者や、医療従事者、そして、その家
族などが、いわれのないいじめや差
別を受けているということに心を痛
めています。見えないウイルスに恐
れを感じ、避けたいという気持ちか
ら、感染症に関わる人を不必要に避
けるなど、差別的な行動をとってし
まう人がいるようです。しかし、こ
のウイルスは誰もが感染するリスク
があり、感染者などへの差別、特定
の人や職業、地域に対し「危ない」

「悪い」などの偏見を持ってはいけま
せん。確かな情報に基づいて冷静に
行動しましょう。闘う相手はウイル
スです。このような苦しいときだか
らこそ、お互いを尊重し、みんなで
助け合って、この危機を乗り越えま
しょう。そして、このウイルスと必
死に闘っている医療関係者をはじめ、
社会を支えているすべての人に「あ
りがとう」の気持ちを持ちたいもの
です。

児童生徒・保護者・地域の皆さまへ

人を思う
やさしさが
いい明日を
つくる。

３密

せき
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「
視
力
が
落
ち
て
、
本
と
は
縁
遠
く
な

り
が
ち
」
と
嘉
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
の
津
出
悦
男
さ
ん
（
81
）。
そ
れ

で
も
１
冊
、
あ
え
て
挙
げ
て
も
ら
う
と

「
ま
ず
『
７
月
豪
雨
』
で
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
」
と
断
っ
た
上
で
、「
や
は

り
50
代
の
こ
ろ
に
出
合
っ
た
吉
川
英
治

の
小
説
『
宮
本
武
蔵
』
で
し
ょ
う
か
」。

　

当
代
き
っ
て
の
剣
豪
が
熊
本
と
も
縁

を
結
ん
だ
、
そ
の
生
涯
は
興
味
深
く
、

決
闘
の
数
々
は
「
ど
れ
も
命
を
懸
け
た

真
剣
勝
負
。
し
か
も
彼
は
一
度
と
し
て

負
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
武
蔵
の

勝
因
に
思
い
を
巡
ら
す
。

　

中
で
も
最
後
の
巌
流
島
、
佐
々
木
小

次
郎
と
の
死
闘
。「
武
蔵
の
用
意
周
到

ぶ
り
に
は
舌
を
巻
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

じ
ら
す
心
理
戦
ば
か
り
か
、
海
流
の
潮

目
か
ら
日
差
し
の
あ
ん
ば
い
に
至
る
ま

で
計
算
ず
く
、
つ
ま
り
森
羅
万
象
を
味

方
に
つ
け
た
、
あ
る
意
味
、
作
戦
勝
ち

だ
っ
た
の
か
も
」

　

そ
ん
な
武
蔵
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
作

者
・
吉
川
が
残
し
た
名
言
に
通
じ
、
私

の
人
生
訓
で
も
あ
り
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑

み
、「
そ
れ
は
『
わ
れ
以
外
み
な
わ
が

師
』。
先
輩
や
同
僚
の
み
な
ら
ず
、
後

輩
か
ら
も
学
ぶ
べ
き
は
学
び
、
常
に
謙

虚
で
い
よ
う
と
自
戒
す
る
の
で
す
」。

　

９
月
21
日
は
敬
老
の
日
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、
町
は
恒
例
の
敬

老
会
開
催
を
見
合
わ
せ
た
。
感
染
状
況

の
先
行
き
は
依
然
、
見
通
せ
ず
、「
高

齢
の
同
輩
は
特
に
注
意
が
必
要
。
武
蔵

に
習
っ
て
感
染
防
止
の
構
え
、
万
全
の

対
策
を
」
と
呼
び
掛
け
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
は
汗
を
流
す
の
も
観

戦
も
野
球
一
筋
。「
根
っ
か
ら
の
巨
人

フ
ァ
ン
で
負
け
た
ら
新
聞
も
テ
レ
ビ
も

一
切
見
ま
せ
ん
」
と
勝
負
へ
の
こ
だ
わ

り
は
野
球
少
年
の
頃
の
ま
ま
（
？
）。

嘉島町老人クラブ連合会長

津出　悦男さん

　原則、開館は火曜～日曜（９～
17 時）で月曜休館。ブックポスト
は休館でも利用できます。

《９～ 10月の休館日》
９月 14、23（水）、28 日
10月５、12、19、26日☎ 237-0058

おすすめ本

子どものうつがわかる本　早く気づいてしっかり治す
   監修　下山晴彦

睡眠専門医が考案した　いびきを自分で治す方法
   白濱龍太郎

ウイルス対策 BOOK   監修　水野泰孝

図解　新型コロナウイルス職場の対策マニュアル
   亀田高志

日本一の洗濯屋が教える　間違いだらけの洗濯術
   洗濯ブラザーズ

でも、捨てられない人のすてない片づけ
   米田まりな

健康以下、介護未満　親のトリセツ   カータン

うちの父が運転をやめません   垣谷美雨

白
はくそんこう

村江   荒山　徹

糸   林　民夫

なんのために学ぶのか   池上　彰

５分後に超
ちょう

ハッピーエンド   エブリスタ　編

どっちを選
えら

ぶ？クイズで学
まな

ぶ！  自
し

然
ぜん

災
さいがい

害サバ
イバル２　水

すいがい
害

   監修　木原　実　イラスト　小松亜紗美

ニッポンじゃ　アリエナイ世界の国
   監

かんしゅう
修　斗

と き
鬼正

まさかず
一　イラスト　あべさん

命のものさし   今西乃子　著　浜田一男　写真

 取材協力　愛媛県立とべ動物園

かきやまぶし   文　内田麟太郎　絵　大島妙子

きょうふのしりとり   武田美穂

ま、いっか！   作　サトシン　絵　ドーリー

ルドルフとノラねこブッチー
   斉藤　洋・作　杉浦範茂・絵

２分の１の魔法   編　講談社　文　中井はるの
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梅
雨
休
み
陽
の
明
る
さ
に
白
ゆ
り
と
の
こ
ぎ
り
草
は
息
ふ
き
返
す	

大
塚
シ
ズ
子

橋
の
上
で
空
を
仰
い
で
ふ
わ
ふ
わ
と
日
傘
を
か
ざ
し
て
い
る
男
の
子	

川
原
　
涼
子

八
十
五
す
ぎ
た
婆
あ
婆
を
家
う
ら
の
野
菜
畑
が
遊
ば
せ
く
る
る	

北
澤
喜
美
子	

お
互
い
の
ト
イ
レ
の
灯
り
の
消
し
忘
れ
気
づ
か
ぬ
ふ
り
し
て
二
人
の
く
ら
し	

工
藤
　
明
子

自
転
車
の
補
助
輪
と
れ
て
漕
ぎ
回
る
マ
ス
ク
は
あ
ご
に
汗
だ
く
五
歳	

栗
﨑
　
廉
子

植
え
余
す
早
苗
が
あ
ぜ
に
小
積
ま
れ
て
勢
い
伸
び
る
白
根
を
さ
ら
す	

境
　
　
益
代

牛
蛙
は
食
用
蛙
と
い
う
こ
と
を
傘
寿
に
な
り
て
わ
れ
は
知
り
た
り	

津
出
ト
ヨ
子

豆
ご
飯
姑は
は

の
碗
に
い
つ
も
よ
り
多
め
に
装
う
甘
煮
も
そ
え
て	

冨
永
　
照
代

少
し
ず
つ
白
く
な
り
ゆ
く
明
け
方
の
空
気
を
ゆ
ら
す
ほ
と
と
ぎ
す
の
音ね	

橋
本
ユ
キ
子

院
内
の
花
屋
に
咲
け
る
ア
ン
ス
リ
ュ
ー
ム
赤
い
ハ
ー
ト
が
い
く
つ
も
揺
れ
て	

林
　
ひ
ろ
み

捌さ
ば

か
れ
て
塩
ま
ぶ
さ
れ
て
夏
山
女
魚
ま
だ
ら
模
様
の
黒
美
し
き	

本
住
　
晴
美

ザ
ク
ザ
ク
の
歯
ご
た
え
が
良
し
と
夫
は
言
い
淡
竹
古
参
竹
次
に
は
真
竹	

山
下
せ
い
子

かしまの文化

ちぎり絵 絵手紙

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

清㟢　富子さん　（上仲間）
「１日も早い終息を」

松
田
　
育
代

（
上
島
）

「
作
品
紹
介
」

◦
読
み
下
し

　�

余
習
を
　
捨
つ
る
こ
と
　
能
（
あ
た
）
わ

ず
◦
訳

　�

前
世
か
ら
の
因
縁
か
　
ま
え
ま
え
か
ら
の

習
慣
を
捨
て
き
れ
ず

森島　カズヱさん　（北甘木）
「コスモス畑」
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３日 ・庁内常会　・課長会議　
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
４日 ・緑川下流出張所長来庁応対 　
 ・熊本県賃貸住宅経営者協会設立記念式典　　
 ・文部科学省文教施設企画部施設助成企画官来庁応対
５日 ・町総合型地域スポーツクラブ会長来庁応対　
 ・老人会定例会　・熊本県企画部長来庁
６日 ・天草市長訪問
７日 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対　
 ・九州電力東営業所長来庁応対
 ・嘉島西小学校学童保育施設落成式　
 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・熊本県市町村課長来庁応対

11日 ・課長会議　・嘉島町建設業協会来庁応対　
 ・益城クリーンセンター管理者会議
 ・益城クリーンセンター議会
14日 ・上益城消防組合管理者会議　・上益城消防組合議会
15日 ・戦没者追悼式
17日 ・課長会議　・副市町村長研修会
18日 ・第２回町議会臨時会　・決算審査報告
19日 ・県農地・担い手支援課来庁応対
 ・久留米運送来庁応対
21日 ・ 熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会事務局

来庁応対
24日 ・課長会議　・熊本河川国道事務所長来庁応対　
 ・文部科学省審議官視察対応
25日 ・ 熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会町村長

会議
26日 ・御船地区衛生施設組合管理者会議　
 ・御船地区衛生施設組合議会
 ・熊本県市町村職員共済組合来庁応対
 ・県農地・担い手支援課来庁応対
 ・県河川課来庁応対
27日 ・上益城広域連合正副連合長会議　
 ・上益城広域連合議会定例会
28日 ・山梨県町村会100周年記念式典
31日 ・課長会議
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対

８月の
　　 町長の動き

荒木町長談

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
香
典
返

し
に
代
え
て
、
多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

坂
本　

靖
博　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡
マ
ス
子　

様

　

吉
富　

幸
人　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡
美
惠
子　

様

　

鍋
田　

和
人　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡
ミ
ツ
ル　

様

　

大
貝　

郁
代　

様
（
滝
河
原
）

　
　
　

亡
武
夫　

様

　

中
島　

ツ
イ
子
様
（
上
島
）

　
　
　

亡
利
政　

様

　
　一

般
寄
付

　

鍋
田　

和
人　

様
（
上
島
）

　
　
　
　
　
　
　

８
月
17
日
現
在

か
つ
て
「
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
来
る
」

と
言
わ
れ
た
大
規
模
災
害
が
年
中
行
事
化
す

る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
気
候
変
動

の
影
響
も
相
次
ぎ
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
夏
は
県
内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
「
７
月
豪
雨
」。
被
災
地
の
惨
状
を
伝
え

る
報
道
に
４
年
前
の
震
災
当
時
の
こ
と
が

「
ど
う
し
て
も
ダ
ブ
る
」
と
心
を
痛
め
る
町

民
の
皆
さ
ん
の
声
も
お
聞
き
し
ま
す
。

県
の
要
請
も
あ
っ
て
、
町
は
応
援
の
職
員

を
連
日
、
現
地
に
派
遣
す
る
な
ど
被
災
地
を

支
援
。
町
内
の
小
中
学
校
で
は
子
ど
も
た
ち

が
使
っ
て
い
な
い
鉛
筆
や
消
し
ゴ
ム
な
ど
文

具
を
集
め
て
人
吉
市
内
の
被
災
校
に
送
る
支

援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
大
規
模
災
害
と
同
様
、
深
刻

な
影
響
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
。
感
染
防
止
の
た
め
、
今
秋
の
町
敬

老
会
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
か
し
ま
も
開

催
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
残

念
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
月
１
日
）

消
防
ポ
ン
プ
交
付
式
で
、
真
新
し
い
ホ
ー
ス
の
筒
先
を

手
渡
す
荒
木
町
長

意

輪

東
小
で
開
か
れ
た
サ
ン
ト
リ
ー
か
ら

町
内
の
小
学
生
ら
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

贈
呈
式
に
臨
ん
だ
荒
木
町
長

ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト

西小の放課後児童クラブ「おおくす」の完成を祝った
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暑
い
日
が
続
い
て
お
り
、「
暦
の

上
で
は
秋
な
の
？
」
と
首
を
か
し
げ

て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。
で
も
、
夜
に

な
る
と
ス
ウ
ッ
と
夜
風
が
吹
き
、
空

を
見
上
げ
る
と
、
先
月
よ
り
澄
ん
だ

星
空
が
広
が
っ
て
い
て
秋
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
長
月
と
も
言
わ
れ
る
９
月
。
一
度

立
ち
止
ま
っ
て
秋
の
夜
空
を
見
上
げ

て
み
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　（
桃
）

☎

　
嘉
島
町
下
六
嘉
の
東
部
幼
光
保

育
園
に
７
月
30
日
、
熊
本
県
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
く
ま
モ
ン
」
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

伴
う
「
新
し
い
生
活
様
式
」
啓
発

活
動
の
一
環
で
来
園
。
熱
烈
歓
迎

を
受
け
た
く
ま
モ
ン
は
コ
ミ
カ
ル

な
動
き
で
手
洗
い
の
や
り
方
な
ど

レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
り
、「
忘
れ
ず

に
マ
ス
ク
し
よ
う
」
と
一
緒
に
約

束
し
た
り
。
交
歓
の
ひ
と
と
き
、

園
児
た
ち
の
歓
声
が
尽
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

や
っ
て
来
た
の
は…

嘉島町の人口動態
令和２年９月１日現在

（前月比）

人   口 9,745 人　

　男　　 4,742 人　

　女　　 5,003 人

世帯数　 3,791 世帯　（＋ 9）

　（＋ 1）

　（－ 9）

　（－ 8）

Ⓒ2010　熊本県くまモン
撮影日：2020年７月30日

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課人事広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メー
ルの場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

坂
本
　竣
咲（
し
ゅ
ん
さ
く
）
く
ん

２
０
１
９
年
10
月
４
日
生

田上　優衣（ゆい）ちゃん
　　　　　　 2019年11月28日生

♡元気で、明るく育ってね！
ご両親：田上　幸杜さん、あゆみさん（西村）

「ガクアジサイ」
永田　百花さん（嘉島東小４年）

今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン日

本
画

ご両親：坂本　和隆さん、三容子さん（上島）

♪元気に大きくなってね☆


